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　南日本新聞に
21年度に掲載さ
れた俳句・短歌の
中から年度賞が決
まり、野方の山下
海
みゆき
征さんが南日歌

壇賞（高野公彦選）
を受賞しました。

　同新聞社には年間多くの作品が寄せら
れており、短歌においては、選者３名がそ
れぞれ選考した作品が掲載されています。
　今回、山下さんの１首が、選者の高野
公彦先生が昨年度中に選んだ約240首の
中から年度賞として選ばれました。

「たまらなく 旅に出たき日 リュック負い
� 梅の畑で 握り飯食う」

　この歌は、山下さんが「ちょっと出かけ
たいな、自然に触れたいな」と思い、ご自身
の梅畑に行ったときのことを詠みました。
　姉の本後淑

よし こ
子さんの影響で50代の頃に

短歌を始め、身の回りの自然や梅仕事な
どを詠むことが多いそうです。
　短歌は山下さんにとって“生の証”であ
り、「自分の感動が衰えない限りできるだ
けペンを握っていたい」と話されました。

21年度の南日歌壇賞を
山下海征さんが受賞
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